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   ＜あらまし＞生成 AI を活用する方法の一つとして，単にわからない情報を「教えてもらう」ため
に利用者が生成 AIを活用するのではなく，利用者が利用意図や目的を予め設定して，その実現のため
に「パートナー」として生成 AIを活用する方法が提案されている．本稿では，このパートナーとして
利用者が主体的に生成 AIを活用するという発想に基づいて，インストラクショナルデザインの基礎知
識を持つインストラクショナルデザイナーが教育の改善案を検討するために生成 AI を活用する手法
SPARK-Rモデルを考案した． 
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１．はじめに 

インストラクショナルデザイン(ID)において
生成 AIを有効に活用していくことが期待されて
いる．Wiley(2024）は，IDに関する知見を有する
インストラクショナルデザイナー(IDer)が生成
AI を活用するメリットを指摘している．たとえ
ば，IDer が実現したいことをプロンプトとして
指示すれば，生成 AIは迅速にプロトタイプを出
力してくれる．生成 AIの活用によりプロトタイ
プを制作する等の「手を動かす」作業を省力化で

きるので，IDer は教育をよりよくするための構
想を練ったり，プロトタイプのレビューやフィー

ドバックを繰り返したりという，教育の質を高め

る作業により専念することが可能となる． 

教育における生成 AI活用の方法論の一つとし
て問題解決のパートナーとして用いるアプロー

チがある．本稿では，このパートナーとして生成

AIを活用するという発想に基づいて，IDの基礎
的な知識を持つ IDerが問題解決に取り組む際に，
生成 AIを有効に活用する手法を検討する． 

２．パートナーとしての生成 AIの活用 

Beghettoは，生成 AIが持つリスクを考慮した
うえで，人間が創造性を発揮するためのパートナ

ーとして活用するというアイデアを提案してい

る(Mishra & Henriksen 2024)．生成 AIが持つ
リスクとは，それが人間と同じように世界を「理

解」しているのではなく，人間によって作成され

た表現（テキスト，画像等）を学習し，利用者の

入力に基づいて出力すべき単語の予測を行って

いのにすぎないため，ときには事実に反する出力

を行う点である．一方で，生成 AIは創造的な対
話においては力を発揮することが指摘されてい

る．生成 AIは人間との対話において，機械的な
単語の組み合わせだからこそ，人間の思考を超え

て，創造的な発想で出力を返す．また，ブレイン

ストーミングの原則である相手の意見を否定し

ないという原則を忠実に生成 AIは守ってくれる
という利点もある．そのため，Beghettoは，人間
が受け身ではなく，問題解決のパートナーとして

能動的にうまく活用すれば，生成 AIを有効に活
用できる可能性があると指摘している． 

Cain(2024)も同様に，生成 AIからの出力を受
動的に受け取るのではなく，人間が生成 AIを問
題解決のパートナーとして能動的に活用する可

能性を提案している．具体的には，主題に関する

コンテンツ知識や批判的思考を働かせながら，意

図的なプロンプトの設計と生成 AIによる出力の
評価とフィードバックを繰り返すという，生成

AIの活用プロセスを提示している（図１） 
３．インストラクショナルデザインのパートナー

としての生成 AIの活用手法 

先行研究での提案を踏まえると生成 AIに何か
を「教えてもらう」ツールではなく，人間がオー

ナーシップを取り，生成 AIの活用意図を明確に 
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したうえで，その出力を批判的に評価しながら，

問題解決のアイデアを深めるパートナーとして

活用することが有効であると考えられる．この着

想に，IDに特有の考え方を組み合わせ，IDerが
問題解決のパートナーとして生成 AIを活用する
手法 SPARK-Rモデルを考案した（図 2）． 
このモデルでは．初期のプロンプトを設計する

フェーズと，生成 AIの出力を評価して洗練させ
ていくフェーズの２つから構成される．初期のプ

ロンプト設計フェーズでは，ID で教育改善を検
討する核となる３つの問いを観点として採用し

た．つまり，誰に何を教えているか（Situation），
教育実践の理想と現状にどのようなギャップが

あるか（Problem），どの IDモデルで事象を見る
か（Approach）という問いの３つである．これら
に加えて，一般的なプロンプトのコツである生成

AI の役割を設定すること（Roles），期待する出

力の仕様を明確化することや疑問点が

ある場合は積極的に質問してほしい等

と期待するやりとりを明確にすること

（Key outcomes）を観点に含めた．  
さらに，先行研究では，生成 AI の出
力を鵜呑みにせず，対話を行うことが不

可欠であることが指摘されている．そこ

で，IDerが生成 AIからの質問に回答し
たり，出力の評価とフィードバックを行

ったりと，アイデアを洗練させていく観

点（Refinement）も盛り込んだ． 
当日の発表では，今後の研究の構想についても

紹介したい． 
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図１ コンテンツ知識と批判思考，反復デザインに 

特徴づけられたプロンプト・エンジニアリングプロセス 

※Cain(2024)の Fig.1を筆者が訳出しした 

図２ インストラクショナルデザインのパートナーとしての生成 AI活用手法 SPARK-R 
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